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まちづくり懇談会議事録 

 

日 時：平成 29年 11 月 17 日（金） 18：30～19：55 

場 所：南部公民館（2階）集会室 

出席者：18 人 

 

１．開会 

２．町長挨拶 

３．町からの情報提供 

(1)栗山町におけるこれまでの空家対策について（資料１） 

(2)空家の情報提供のご協力について（資料２） 

(3)がん予防について（資料３） 

○栗山町健康づくり講演会周知 

(4)出前型政策・施策説明会について（資料４） 

(5)弾道ミサイル発射・落下時の行動について（資料５） 

(6)くりやまキャッチボイスについて（資料６） 

４．懇談（自由懇談） 

５．その他 

６．閉会 

 

 

≪町からの情報提供に関する質疑応答≫ 

質疑：空家の固定資産税の徴収はどうなっているのか。地価があるからどちらが得か、あるいは

建物だけにかかるのか。 

建設水道課：住宅に限っては、固定資産税は 200 平方メートルまでは 6/1、残りは 3/1 の特例措

置がある。それぞれの土地面積や農家宅地か否か、建物の大きさなどによってケースは変

わるので、税務課で確認してほしい。土地に対する固定資産税が高くなるので壊したくな

いと思われている方がいる。内部でも支援できないか検討しているところであり、具体的

になればお知らせする。 

質疑：継立の空家数は把握しているのか。倒壊してしまってどのようになっているのか。建物が

あれば固定資産税を払わなければならないし、全部把握しているのか。 

建設水道課：把握しているのは 23 件。住宅もあれば店舗もあり、集合住宅や工場もある。中に

は所有者が把握できていないものも数件ある。ただ、所有者が亡くなっている場合、相続

するなどしてわからなくなってしまうと前に進まないので、電話などして指導をしている。 

質疑：空家はかなりの数だが管理が大変だと思う。安全性あるいは公共性を考えて緊急を要する

問題。管理をされていると思うが、日出地区に特化した問題として、元井沢商店の問題が

ある。家は 2階建てで大きな建物。札夕線のすぐそばにあり、以前に屋根雪が落ちて交通

規制がかかった。そのそばには住んでいる方が 2件ある。風や雪で倒壊する被害がなけれ

ば良いと心配している方が多い。個別に対応することになると思うが、緊急性を要するも
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の、安全確保を急がないといけないところあると思う。元井沢商店の関係は今どうなって

いるのか。手元に情報が入って来ない。地域住民も心配している。もし最新の情報がある

なら教えてほしい。 

建設水道課：日出地域の空家は 28戸確認している。その中に、店舗兼住宅の元井沢商店もある。

以前現地にも行った。今のところ建物が傾いたり倒壊したりするなどの危険はないが、細

かい情報は後ほど会長にお知らせしたい。実際に危険が迫っていなければ対応するのは難

しい。危険な状況になった時は連絡してほしい。できる範囲で対応する。 

 

≪懇談内容≫ 

質疑：新聞やテレビなどで JR 室蘭線が廃線になるのではという話を聞いた。バスに代替する話

もある。町長も承知していると思うので、わかっている範囲で知らせてほしい。 

町長：報道のとおりで 13 区間が維持困難路線の対象となっている。その一つに室蘭線も入って

いる。地区ごとに論議を詰めていくが、JR北海道とのきちんとした論議はこれから。室蘭

線は空知 1市 2町、胆振 1市 1町が関係しており、今、由仁と安平と調整する。苫小牧は

胆振が台風などの影響があって難しい。論議を進め詰めていくが、最終的にどのような形

になるかわからない。上下分離方式も検討している。自治体の考え方としては、国鉄から

の経過もあって国と道と市町村で連携する必要がある。市町村だけでいくら連携して維持

していくことは到底無理。国鉄からの経過もあるし、国としてどの程度道を通して方策を

考えてくれるのかわからない。厳しいものは厳しいが、知事が先頭に立って盛んに取り組

んでいる。昭和 56 年に台風豪雨があった際に、函館本線が河川の影響で走行できなくな

ったが、そのときに室蘭線をかなり走った。このようなこともあり、本線を廃止すると対

応できなくなる気がしている。そうした話もこれからの論議で出てくるだろう。本線側に

貨物をある程度走らせる方向性を出す状況。対応の内容は岩見沢を中心としながら JR と

国の方向性を出させることを目指してやっている。それから、実態調査も行っている。実

態として、利用者が少ない。調査する前から想像はしていたが、朝の通勤通学と夕方には

列車に乗っているが、それ以外は利用者が少ない。100 円稼ぐのに 1,100 円かかっている

点については、どの方法で運航を継続できるか詰めをこれからやっていくことになる。一

時は 24,000 人ほどの人口も今はその半分。利用者も減っているが、今後のまちづくりを

考えた場合、列車のあるなしでは違う。盛んに道は知事を先頭にしながら東アジアを中心

に訪問して観光に力を入れている。このことも JR があるのとないのとでは違う。その辺

の詰めもしっかりして将来展望に立った対応策を模索したい。行政体同士で詰めて進捗状

況をお話する機会があれば連絡や通知をしたい。 

質疑：14日に交通安全協会の交通安全講習会があった。その際に警察署の交通安全係長が見えて、

話をいただいた。その中で交通事故の説明があった。驚いたが意外と多いのは、点滅式の

信号を正しく理解していない人が多いようである。我々であればわかるが、今の人は理解

していないのでお互いの車が来ていることは認識しているが、意味がわからないので衝突

事故になるケースがある。点滅式の信号は町道がほとんどだと思うので、再度安全確認の

意味で広報での点滅式信号の正しい認識について PR したほうが良いのではないか。 

質疑：免許取得の時の学科で習わないのか。 

住民生活課：警察署の情報では、一灯式信号数は全道で 2番目に多い。若い年代の方が一灯式の



3 

 

信号を理解されていないケースが多いとうかがった。交通安全協会でも少しずつ議論して

いる。警察署では、一灯式信号機の理解を深めていくために、11 月の町広報にも折り込み

をさせていただいた。交通安全協会とも検討していきたい。学科の講習の中では教育はな

されていると思う。 

町長：事故になっているということは理解していないということ。周知徹底する。 

住民生活課：一灯式信号機の新設は全道的には行っていない。通常の信号機を設置する方針でい

る。 

質疑：昨年のまちづくり懇談会でお願いした継立小の教諭の件だが、指導者を残してくれて、お

かげさまで今までやっている。あと 2年、退職までなんとか残ってもらえるようにお願い

したい。ものすごく熱心にやっているので、最大限以上にお願いしたい。継立の秋祭りだ

が、先生からは土日祝日は良いが、平日になった場合は授業日数が足りないという話があ

る。夏休みや冬休みを減らすなどの意見もあった。一、二時間の授業日数がそんなに大事

なのか。 

教育長：法令で授業日数を満たさなければならないことになっているので、欠けるような状況に

なると夏休みや冬休みを減らすなどしないと、進級を認められないことになってしまう。

各学校では 1月の時点でコマ入れをする。怖いのが、インフルエンザや雪害などどうしよ

うもない事態のことがあり、最後の最後まで授業日数を確保しなければならない。インフ

ルエンザは、5 日休むことを保健所から指導されている。月曜に休むと金曜日まで登校で

きない。新たな指導要領で小学校は 1 時間増える状況。週 30 コマの中で 28 時間から 29

時間に増え、さらに授業日数の確保がきつくなっていく。各学校とも授業日数の計算をし

ているが、祭りの日は決まっているので、工夫して祭りに参加できるようお願いする。た

だ、卒業させないわけにはいかない。祭りの大切さは十分理解して動いている。 

質疑：新規就農者のことで、全部で 9件と認識しているが実際は何件いるのか。やめていった人

はいるか。せっかく来て就農しているので、支援など関係機関や地域の皆さんとともに今

後も支援していきたい。 

産業振興課：全町的な話になるが平成 21 年から 8 年間で 16 組 24 人が就農。夫婦で就農してい

るケースもあり、家族を入れると 40 人以上が栗山町に来ている。やめている人はいない。

今後も就農してもらえるようにサポートをしていきたい。 

質疑：生活はできるが、子育てや学校に上がるとなると厳しい。予算もつけているとは思うが、

農家が身になるような対策をしてほしい。 

町長：全道的に新規就農者は多い。早くから取り組んでいて、年次ごとに中身変えて年を追うご

とに支援も充実している。収益を上げている農家もいる。一人前の農家になっている人も

いる。移住の関係もあり、出かけて行って農業者だけでなく両方の PR をしながら進めて

いる。実績としては少しずつ上がってきている。 

質疑：新規就農研修者支援事業に町で 2,900 万円の予算をつけているが、その中身はどういうも

のか。 

産業振興課：農業振興公社が支援を行っていて、そのほとんどは研修生に対する支援。5年間活

用できる国の補助事業のお金がほとんど。さらに、地域おこし協力隊を活用した、営農で

きるまでの 5年は支援をしていきたい。農業振興公社でも、農業振興事業として町の農業

者全体の底上げをする取り組みをしている。農業者の皆さんからのご意見をもとに作って
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いる事業で、近は年新規就農者枠の補助制度も行っている。 

質疑：自伐型林業のことで聞きたい。現在、白老町を中心に全国的に自伐型林業を推進している

NPO 法人代表の中島健造さんが全国的に動いている。森林組合一辺倒の林業のあり方を昔

の姿に戻して行こうという流れがある。森林の所有者が自ら木を切りながら所得をあげて

いき、若者の雇用を作って行こうという流れがある。具体的には、推進協会もあって 100

万人の雇用を創出したい。くりやまぎかいだよりにも林業の活性化に関する意見書があっ

た。道の方でも自伐型林業に打ち込んでいこうという動きになっている。なぜ林業かとい

うと、国土の 7割は山林で、これを生かしていかないと地方創生にとってもどうなのかな

という考えもある。町でもそういった動きはあるのか。 

町長：これからになる。ある程度の調査でたどりついた計画の中で行っている。芦別は高校を林

業専門学校にしているなどの動きも出てきた。言われたことも意識しながら、道の連合の

方でも関係団体の実態も含めて情報は来ると思う。 

質疑：12 月に同法人の北海道版が発足していて、北海道自伐型林業推進協議会を立ち上げた。代

表は御園の岩﨑さん。事務局は白老。中島健造さん本人も来町することは可能ということ。 

町長：おそらく森林組合も重視している。そういう意味ではこれから情報も仕入れていく必要が

ある。町全体の面積が 203.84 平方 km で、1 万ヘクタール強の山林があり国有地が多い。

そのうち町有林は 700ha しかない。民間の民有地も多くない。 

質疑：いくつかの町では地域おこし協力隊を林業に投入しているとの情報もある。 

町長：しっかり取り組むことで生活できるくらい安定した協議会にしていき、これから少し情報

もいただきながら森林組合とも検討していきたい。 

質疑：懇談会の回数だが、前回のまちづくり懇談会で年一回にしたらどうかの意見があった。そ

の時は年二回で継続させてもらうとのことだった。今回は角田とEkiと南部で開催された。

他の地域でどのような意見が出ているのか。参考までにお知らせいただけないか。共通す

る問題提起があるのかなという気がする。 

副町長：昨日がカルチャープラザ、一昨日が角田。角田では、小学校のフッ化物洗口について、

体に害をおよぼす心配の意見もあった。永田商店が閉店して、コンビニがないのでぜひ検

討してほしいという意見やゴミの話もあった。地域の実情を踏まえて課題を掘り起こして

いくという傾向にあった。昨日はカルチャープラザで、町場は幅広い地区の方が集まった。

未収金対策や公園の利用など。公園は芝生などに動物の侵入禁止の措置をとっていない中

で、排泄物（小）の上に子どもたちが寝転がって衛生上どうなのかという意見もあった。

他にもパークゴルフ場のバンカーのことや役場敷地内の活用状況、公営住宅集会所の耐震

化状況の質問も受けた。 

質疑：町営バスの日出線の関係で聞きたい。日出地区は限界集落に近い集落で、お年寄りで車の

免許を返納する方が多い。頼りは公共の交通機関。利用するときに運転手によって対応が

異なり、ある人は親切にしてくれる、ある人はなぜこんなカタいことをして断るのか。具

体的には、ラッキーに買い物に行って、たまたま同じ地域に住んでいる人と会った。帰る

時間が同じなので、一緒に帰らないかと言って、運転手に同じ方向なので乗せてくれない

かと聞いたら予約していないのでダメですと断られた。運転手の基本的なルールは当然あ

ると思うが、運転手は栗山ハイヤーの方が代行しているようだがマニュアルでどこまで融

通がきくような指導をしているのか聞きたい。 
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建設水道課：デマンドバス関係は、基本的には 30分前までに運行会社に連絡して乗るのが原則。

これを守らないと、例えばギリギリに電話したりその場で乗せてくれといったりする人が

出てくるので、今は 30 分前に直接連絡すれば可能。帰りは融通を聞かせて乗せてくれた

という運転手もいるとのことだが、町としては予約していない人を乗せて良いというよう

な指導はしていない。その点は会社の運転手によって違いが出ないように確認していきた

い。できるだけ利用者の方にも利便性の良いバスに乗ってもらえるよう確認したい。最初

に仕組みを作ったときに想定していない部分もあったと思うので協議していきたい。 

副町長：デマンド区間は予約区間。再度確認をしたい。 

質疑：ポンアノロ川沿いにある平屋の継立団地を建て直す予定はあるのかないのか。 

建設水道課：建て直す予定はある。しかし、昭和 40 年代の公営住宅が他にも存在している。今

は角田を建て直していて、平成 31 年までかかる。次に中央団地の建て替えが 3 年ほどか

かる。その後の平成 36年を予定している。 

質疑：バスの問題で昨年、維持に年間 6,000 万円かかり、収入が 100 万円ほどしかないと聞いた

が、今年も同じ状況か。 

建設水道課：毎年だいたい同じくらい。町営バス 8 路線 33 区間で年間 6,000 万円ほどかかり、

収入は 150 万円程度。お金を頂いている方の人数は平均 3人程度しか乗っていない。通常

200 円だが、70歳以上は 100 円になることもあり、収入は見込めない。必要な足なので収

入がないからやめることはしない。コミュニティバスも年間 1,500 万円ほどで収入も 300

万円前後という状況である。 

 

 

（19：55 終了） 


